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◇ 小数のかけ算やわり算の意味理解を深めること
小数のかけ算わり算は未だ本県の課題となっています。特に計算の意味の理解について十分理解

が進んでいないようです。数直線などを効果的に活用し理解を深められるようにしましょう。

H30全国学力学習状況調査 算数A２ 県北41.4％

＜県北地区の子どもたちは・・＞
A２ 1(正答) 2 3 4 5 6 7 8 9 無解答 誤答では、解答類型８が 22.4 ％見られます。
県北 41.4 1.0 1.4 1.1 3.2 6.5 1.6 22.4 20.8 0.5 この誤答は、選択肢の１を選んでしまう児童が
県 41.0 1.1 1.4 1.1 3.8 6.0 1.8 21.6 21.9 0.4 多いことを示しています。
全国 39.9 1.6 2.0 1.4 6.1 6.0 1.9 21.5 18.6 1.0 比較量を求めるときには、除法を用いると捉

えている児童は相当数いると考えられます。
＜学習指導に当たって＞
数量の関係を的確に捉え、立式することができるようにする

○ 指導に当たっては、問題場面を図や数直線などに表し、数量の関係を的確に捉えさせることが大
切です。乗法の問題場面と除法の問題場面の比較から□の位置の違いを捉え、「割合に当たる大きさ
を求める」のか、「１に当たる大きさを求める」のかの違いから乗法と除法の演算を決定する場面を
工夫することが必要です。

◇ 示された考え方を解釈し、別の条件で適用し整理し判断すること

H30全国学力学習状況調査 算数B２(2) 県北46.1％

＜県北地区の子どもたちは・・＞
B２ 1(正答) 2 3 4 5 6 7 8 9～13,15,17,18,20,22 14 16 19 21 23 解答類型 9 ～ 13,15,17,18,20,22
県北 46.1 3.5 5.7 2.0 4.8 1.6 1.7 1.0 11.6 3.9 0.3 0.6 3.8 2.4 は、「入った玉を数える時間」の欄
県 45.2 3.7 6.3 2.0 4.6 1.5 1.6 0.9 12.3 4.0 0.3 0.5 3.5 2.4 に正しく数値を入れられない児童
全国 47.9 3.2 6.2 2.2 4.8 1.5 1.5 0.7 11.3 4.1 0.2 0.5 3.4 2.3 の割合でです。

＜学習指導に当たって＞
日常生活の問題解決のために、情報を収集し、それらを表に整理して、条件に合う事柄について適切に判断する

○ 数量関係の領域では、比例の表や反比例の表のように、１つの条件や関係を表にまとめる学習活
動は多く取り入れて考察する活動は多いですが、問題解決のために複数の条件を基に考察し、結果
を１つの表に統合して情報を整理していく学習活動は十分とは言えないようです。子どもが試行錯
誤しながら、目的を持って情報を整理していく学習を工夫していきましょう。

☆ 平成３０年度 授業改善グランドデザイン(平成３０年７月 福島県教育庁義務教育課)を参考に授業改善に努めましょう。


